
総合職5級のレンジ改定
区分 金額（月額：円）

最高本給*1 403,000
レンジ中央 258,000

初任本給 323,000
＊1現行より10,000円増額

専任職１級のレンジ改定

レンジⅠ レンジⅡ レンジⅢ レンジⅣ レンジⅤ
最高本給*2 340,000 335,000 325,000 320,000 325,000

レンジ中央 305,000 300,000 290,000 285,000 290,000
初任本給 275,000 270,000 260,000 255,000 260,000

＊2現行より5,000円増額

金額（月額：円）
区分

本給加算（月額：円）の改定
支給区分 現行 改訂後

工師・主事*3 25,000 35,000

工師補・主事補*4 - 15,000

上級監督官*3 40,000 50,000

組長*3 20,000 30,000

＊3現行より10,000円増額、＊4新設

日
立
労
組
が
中
央
賃
金
委
員
会
で
会
社

と
議
論
し
て
き
た
「
処
遇
制
度
見
直
し
」

に
関
す
る
会
社
と
の
合
意
内
容
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

07
春
闘
の
結
論
は
、
「
賃
金
水
準
改
善

額
５
百
円
。
賃
金
体
系
是
正
分
３
百
円
程

度
。
10
月
を
目
処
に
現
行
処
遇
制
度
に
関

し
必
要
な
見
直
し
を
す
る
。
そ
の
原
資
と

し
て
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
３
百
円
程
度

を
あ
て
る
」
で
し
た
。

合
意
の
内
容
は
、
「
最
高
本
給
到
達
者

及
び
、
上
級
専
任
職
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
を
図
る
」
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
た

「
総
合
職
５
級
及
び
専
任
職
１
級
の
最
高

本
給
引
き
上
げ
」
「
上
級
専
任
職
の
本
給

加
算
の
改
訂
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
全
員
の
賃
上
げ
に
つ
な
が
る
本

給
レ
ン
ジ
全
体
の
水
準
引
き
上
げ
は
、
会

社
の
「
結
果
的
に
賃
金
水
準
全
体
の
引
き

上
げ
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
」
「
引
き
上

げ
を
実
施
す
る
環
境
に
な
い
」
と
い
う
主

張
の
ま
え
に
「
や
む
な
し
」
と
し
て
取
り

下
げ
て
い
ま
す
。
。

合
意
内
容
は
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
３

百
円
の
原
資
が
賃
金
の
高
い
一
部
の
組
合

員
に
当
て
ら
れ
る
だ
け
で
、
す
べ
て
の
組

合
員
を
対
象
に
し
た
改
善
の
要
求
か
ら
は

大
き
く
後
退
し
て
い
ま
す
。

職
場
か
ら
も
「
賃
金
の
高
い
人
ば
か
り

上
げ
な
い
で
、
み
ん
な
を
引
き
上
げ
る
べ

き
だ
」
の
声
が
で
て
い
ま
す
。
日
立
労
組

中
央
委
員
会
の
春
闘

総
括
で
も
支
部
代
表

か
ら
、
「
３
百
円
程

度
の
配
分
に
あ
た
っ
て

は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
組
合
員
が
そ
の
対
象

と
な
る
よ
う
お
願
い
す

る
」
「
賃
金
改
善
分
に

つ
い
て
は
全
員
に
行
き

渡
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
だ
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
日
立

労
組
の
合
意
内

容
は
、
関
連
労

働
組
合
に
も
影

響
し
ま
す
。

組
合
員
全
員

の
賃
上
げ
に
つ

な
げ
る
処
遇
改

善
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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日 立 懇

賃金体系是正分300円は全員を対象に
「組合員みんなに配分」から 大きくかけ離れた労使合意

総
合
職
５
級
及
び
専
任
職
１
級
で
も

現
在
調
整
給
の
あ
る
人
は
、
最
高
本
給

額
と
の
差
額
が
調
整
給
か
ら
本
給
に
組

み
入
れ
ら
れ
、
調
整
給
が
減
額
さ
れ
ま

す
の
で
今
回
の
レ
ン
ジ
改
訂
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
、
総
合
職
５
級
で
１
万
円
以
上
、
専

任
職
１
級
で
５
千
円
以
上
の
調
整
給
の

あ
る
人
は
、
メ
リ
ッ
ト
は
ゼ
ロ
で
す
。



200
km

達
成
め
ざ
し
、

構
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

運
動
不
足
、
生
活
習
慣
病
対
策

の
一
環
と
し
て
、
昼
休
み
に
構
内

を
一
周
す
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
構
内
（
1.2
km
）
を
一
周
し

証
明
の
ス
タ
ン
プ
を
用
紙
に
押
印
。

100
km
、
150
km
、
200
km
達
成
者
に
は

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

黙
々
と･･

･

、
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら･

･
･

、
日
傘
を
さ
し
て
優
雅
に

･
･･

な
ど
な
ど
ス
タ
イ
ル
さ
ま
ざ
ま

に
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

人
は
目
標
が
明
確
に
な
る
と
行
動

す
る
よ
う
で
、
「
記
念
品
は
何
か

な
ぁ
」
と
期
待
し
て
い
る
向
き
も

あ
り
ま
す
。
「
就
業
日
に
１
周
の

み
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

200
km
達
成
に
は
、
167
日
か
か
る
計

算
で
す
が
、
期
間
は
来
年
３
月
ま

で
。
今
は
汗
ば
む
程
度
で
す
が
、

真
夏
や
真
冬
も
継
続
で
き
る
か
が

課
題
で
す
。
（
情
制
シ
）

（
電
力
）
業
績
対
策
解
除

後
の
一
時
金
で
し
た
が

６
月
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
電
力
グ
ル
ー
プ
の
「
緊
急

業
績
対
策
」
が
解
除
（
本
紙
３
月

号
既
報
）
さ
れ
た
の
で
期
待
し
て

い
た
一
時
金
で
し
た
が
、
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
額
で
ガ
ッ
カ
リ
。

春
闘
で
の
妥
結
月
数
が
ダ
ウ
ン

し
た
た
め
で
す
。
（
旧
国
分
）

ち
ょ
っ
と
の
雨
で
も

駐
車
場
に
沼
が
出
現

旧
大
み
か
工
場
の
山
側
駐
車
場

は
水
は
け
が
悪
い
の
で
梅
雨
の
時

期
は
た
い
へ
ん
で
す
。
特
に
約
10

台
程
度
が
停
め
ら
れ
る
一
角
は
、

極
め
て
悪
く
、
ち
ょ
っ
と
の
雨
で
、

す
ぐ
沼
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

み
ん
な
知
っ
て
は
い
る
の
で
す

が
他
が
空
い
て
な
か
っ
た
り
し
て

そ
こ
に
駐
車
し
、
運
悪
く
就
業
中

に
雨
が
降
っ
て
き
た
場
合
な
ど
は

「
靴
を
脱
ぎ
、
は
だ
し
で
車
に
た

ど
り
つ
い
た
よ
」
と
い
う
人
も
い

る
ほ
ど
で
す
。
（
情
制
シ
）

情
報
漏
え
い

個
人
の
PC
強
制
チ
ェ
ッ
ク
？

個
人
所
有
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
情

報
漏
え
い
す
る
と
い
う
事
件
が
身

近
な
所
で
起
き
た
。

最
近
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
以
外
に
も

フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
が
出
ま
わ
っ

て
い
て
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

る
以
上
情
報
は
漏
れ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

会
社
は
対
策
と
し
て
個
人
所
有

パ
ソ
コ
ン
に
会
社
情
報
が
な
い
か

確
認
す
る
と
い
う
。
個
人
所
有
の

パ
ソ
コ
ン
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
情

報
も
入
っ
て
お
り
、
上
司
に
見
ら

れ
る
。
「
法
令
遵
守
を
叫
ん
で
い

る
会
社
な
の
だ
か
ら
従
業
員
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
る
べ
き
」
な
ど

な
ど
不
満
が
で
ま
し
た
。

結
局
、
会
社
は
個
人
パ
ソ
コ
ン

を
字
句
の

検
索
ツ
ー

ル
で
各
自

が
該
当
す

る
字
句
を

削
除
し
、

実
施
し
た

こ
と
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
に
。

（
旧
国
分
）

参
院
選

５
人
の
紹
介
者
だ
っ
て

７
月
の
参
議
院
選
挙
の
茨
城
選

挙
区
民
主
党
候
補
の
紹
介
者
カ
ー

ド
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
組
合
か

ら
指
示
が
あ
っ
た
。
紹
介
者
の
目

標
は
、
本
人
含
め
５
名
（
寮
生
は

本
人
含
め
２
名
）
で
あ
る
。
「
全

員
提
出
目
標
」
と
し
て
い
て
、
期

限
ま
で
に
だ
さ
な
い
で
い
た
ら
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

職
場
で
は
、
「
５
名
な
ん
て
無

茶
だ
よ
」
「
Ｆ
っ
て
い
う
人
は
労

働
組
合
と
は
何
の
関
係
も
な
い
よ

な
ぁ
」
の
声
。
い
っ
ぽ
う
比
例
候

補
の
Ｗ
氏
に
つ
い
て
は
、
職
場
単

位
に
「
○
○
班
は
Ｗ
氏
を
応
援
し

ま
す
」
と
書
い
た
檄
（
寄
書
き
）

が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
署
名
し
て

い
な
い
人
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

両
候
補
の
ポ
ス
タ
ー
も
い
た
る
所

に
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
し
ば
ら

く
は
、
選
挙
対
応
で
い
や
な
思
い

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
情
制
シ
）

（
臨
海
）
～
（
情
制
シ
）

通
用
門
閉
鎖
で
た
い
へ
ん

臨
海
工
場
と
（
情
制
シ
）
間
の

通
用
門
が
今
月
始
め
に
閉
鎖
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｈ
Ｅ
Ｓ
～
情
制
シ
の
行
き
来
が

大
変
に
な
っ
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

（
旧
ハ
イ
コ
ス
）
の
寮
生
ら
は
、

（
臨
海
）
吹
上
門
を
使
っ
て
出
退

勤
す
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
だ
っ

た
に
、
10
分
程
度
の
遠
回
り
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
不
評
で
す
。

理
由
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

確
保
の
た
め
」
と
い
う
の
で
す
が
。

（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）


